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Ⅰ．はじめに

　わが国の看護職員養成に関するカリキュラムにおい
ては，１９９０年，保健師助産師看護師学校養成所指定規
則の改正により「精神保健」において，性の概念と意
義，性の発達，性行動が盛りこまれた性の学習が初め
て明記された。これまでは，いわゆる「生殖の性」が
中心であり，母性看護学でのみ扱われており，人間の
理解を充実させるために性の理解の学習を取り入れた
ことは，大きな前進であった。しかし，１９９７年の改正
では，精神保健から性の学習が外され，各専門領域で
性に関する学習を編成することが示され現在に至って
いる１）２）。現在，性に関する学習についての教育は，カ
リキュラムにおける位置づけと編成形態についての検
討はされているものの３），ほとんどが母性看護学領域
で教授されている４）。
　一方，平成１６年の看護実践能力育成の充実に向けた
大学卒業時の到達目標（看護学教育のあり方に関する
検討会報告）においては，「Ⅲ．特定の健康問題を持つ
人への実践能力」の中の「次代を育むための援助」と
して，「性と生殖の健康問題を持つ利用者への支援」が
あげられ，ますます，看護師に患者の性についての支
援が求められるようになってきている。
　そこで，基礎看護教育課程において，セクシュアリ
ティについてどのように教授することが，医療現場の
ニーズに答えることのできるセクシュアリティ教育と
なりえるのかということを再考し，授業を展開し，そ
の効果について検証したのでここに報告する。
　

Ⅱ．研究方法

１．対象
　A看護学校の２年生で母性看護学概論を受講した３９
名を対象とした．
２．調査期間，方法および倫理的配慮
　平成１７年６月１７日，２３日に授業を実施し，第１回目
のセクシュアリティについての授業前と２回目の授業
終了後，無記名自己記入式調査用紙を用いて回答形式
は選択式で調査を実施した。
　本研究の趣旨を口頭で十分説明し，説明の際には，

個人の名前が特定されることはないこと，封筒へ封入
することで他者に見られないこと，参加の有無や回答
の内容によりその後の教育に不利益を与えないことを
伝えた。同意が得られた学生を対象に調査用紙を配布
し，授業前後が照合できるようにナンバリングした封
筒に入れてもらい，その場で回収した。
３．調査内容
　調査用紙の質問の内容は，属性と授業効果（知識 •

態度および行動）に関する内容であった。属性は，性
別と看護学校以外の学歴か職歴を有しているかの有無
（以下，学歴・職歴の有無とする）とした。授業効果に
関する内容は，知識については１.セクシュアリティの
発達についての知識，２.性反応の知識，３.性機能の知
識，４.セクシュアリティに影響する要因の知識，５.セ
クシュアリティの問題の知識，６.セクシュアルヒスト
リーの知識の項目で調査した。さらに態度および行動
については７.個人と看護師のセクシュアリティの認識
の区別，８.看護師の知識の必要性，９.セクシュアリ
ティ問題の援助の必要性，１０.特徴を踏まえた援助の
必要性，１１.レベルに合わせた援助の必要性，１２.ため
らわずに話ができる必要性，１３.早期発見する必要性，
１４.態度・価値観・信念のアセスメント，１５.実習場面
のセクシュアリティ問題を避けたい，１６.実習場面で
セクシュアルヒストリィーをとりたい，１７.実習場面
で患者とセクシュアリティ問題について対象者と話が
できる，１８.セクシュアリティ問題の援助がしてみた
い，１９.陰洗時の勃起への適切な対応とした。そして，
この１９項目を４件法で得点化した（「そう思う」４点，
「ややそう思う」３点，「あまりそう思わない」２点，
「そう思わない」１点）。否定的な意味を持つ項目１５ は
集計時に得点を反転させた。
４．分析　
　授業効果に関する内容は，４件法の「そう思う」およ
び「ややそう思う」は肯定群，「あまりそう思わない」
および「そう思わない」は否定群とした。ただし，否
定的な意味を持つ項目１５は「あまりそう思わない」お
よび「そう思わない」を肯定群，「そう思う」および
「ややそう思う」を否定群とした。
　また，授業後の得点から授業前の得点を引き，それ
を学生の授業の効果を表す指標（以降「効果」）とし
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た。差がプラスに転じた場合を「増加」，差がマイナス
に転じた場合は「減少」，差がなかった場合を「変化な
し」に３群に分類した。授業効果の分析は，χ２検定と
因子分析を行った。統計ソフトは，SPSS for Windows 

１４.０（SPSSJapan Inc東京）を使用した。
５．セクシュアリティの授業の概要
　２年次，母性看護学領域の母性看護学概論，１単位
（３０時間）必修，この中で，「セクシュアリティ」の授
業（１コマ９０分）を２回実施した。授業内容は調査項
目の１～６の知識項目を盛り込み，７～１９の態度およ
び行動形成するよう講義と演習の形式で実施した（図
１）。

Ⅲ．研究結果

　授業の受講者３９名のうち，授業欠席及び未提出によ
り２回分のデータがそろわなかったものと未記入の
あったものを除き，３２名の調査票を有効回答（有効回
答率８２％）とし分析対象とした。
１．対象者の背景
　男性８名（２５％），女性２４名（７５％）であった。学
歴・職歴のある学生が８名（２５％）名，無い学生が２４
名（７５％）であった。
２． セクシュアリティの授業前後の認識
１）知識について
　セクシュアリティの授業効果の知識についての回答
結果を表１に示した。１.セクシュアリティの発達の知
識があるについて，肯定群は，授業前は１３名（４０.７％），
授業後は２５名（７８.１％）であった。授業前よりも授業
後のほうが点数化した値が，「増加」は１６名（５０.０％），
「減少」は２名（６.３％），「変化なし」は１４名（４３.７％）
であった。２.性反応の知識があるについて肯定群は，
授業前は１０名（３１.２％），授業後は２９名（９０.６％）であっ
た。授業前よりも授業後のほうが「増加」は２０名
（６２.５％），「減少」は０名（０.０％），「変化なし」は１２名
（３７.５％）であった。３.性機能の知識について肯定群
は，授業前は１９名（５９.４％），授業後は２５名（７８.１％）
であった。授業前よりも授業後のほうが「増加」は１１

名（３４.４％），「減少」は５名（１５.６％） ，「変化なし」
は１６（５０.０％）名であった。４.セクシュアリティに影
響する要因の知識について肯定群は，授業前は９名
（２８.１％），授業後は２６名（８１.３％）であった。授業前よ
りも授業後のほうが「増加」は２０名（６２.５％），「減少」
は１名（３.１％），「変化なし」は１１名（３４.４％）であっ
た。５.セクシュアリティの問題の知識について肯定群
は，授業前は５名（１５.６％），授業後は２４名（７５.０％）
であった。授業前よりも授業後のほうが「増加」は２４
名（７４.９％），「減少」は２名（６.３％），「変化なし」は
６名（１８.８％）であった。６.セクシュアルヒストリー
の知識について肯定群は，授業前は，５名（１５.６％），
授業後は１６名（５０％）であった。授業前よりも授業後
のほうが「増加」は２０名（６２.４％），「減少」は２名（６.３％），
「変化なし」は１０名（３１.３％）であった。
　３.性機能の知識は，授業前には６割弱の学生があ
ると回答していたが，それ以外のセクシュアリティの
知識の質問項目の知識があると回答した学生は４割に
満たず他の項目と異なった。授業後は，６.セクシュア
ルヒストリーの知識以外は７割以上の学生があると回
答していた。しかし，前後の変化を見ると６.セクシュ
アルヒストリーの知識においても６割の学生に知識の
獲得に「増加」がみられた。
　知識全体（１～６）が「増加」２８名（８７.５％），「減
少」は１名（３.１％）で「変化なし」は３名（９.４％）で
あった。
２）態度や行動について
　セクシュアリティの授業効果の態度や行動について
の回答結果を表１に示した。
　セクシュアリティの知識と援助の必要性を問う質問
項目（７～１３）については，授業前から７割以上の学
生が肯定的に受けとめていたが，授業後はさらに肯定
的に受け止めるようになっており，前後の変化も２～
３割の増加があった。また，１２.ためらわずに話がで
きる必要性は，授業前は３割の学生しかあると答えて
いなかったが，授業後は７割の学生があると答えてい
た。行動を問う質問項目（１４～１９）では，授業前に肯
定的な回答をした学生は５割に満たず，特に１６.実習
場面でセクシュアルヒストリーをとりたいと回答した
学生は１割と少なかった。授業後は特に１４．態度・価
値観・信念のアセスメントと１９.陰洗時の勃起への対応
の項目は，７～８割の学生が肯定的な回答をし，大きく
増加した。ただし，１５.実習場面のセクシュアリティ
問題を避けたいは，授業前後において肯定群の人数は
同じであったが，「減少」が３割あり，他の項目と傾向
が異なった。
３）性別と学歴・職歴とセクシュアリティの授業効果
　性別とセクシュアリティの授業前後の１９項目の変化
をχ２乗検定した結果，有意な差のある質問項目はな
かった。同様に学歴と職歴の有無とセクシュアリティ

図１　授業内容
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表１　セクシュアリティの授業効果

表２　知識が増加した群と授業後の態度や行動の因子構造
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の授業前後の１９項目の変化をχ２乗検定した結果，有意
な差のある質問項目はなかった。
３．セクシュアリティの授業効果の因子構造
　質問項目の中の知識の６項目はクロンバックα
０.８４１（０.７以上なのでスケールの信頼性は高い）であり，
内的整合性が認められた。知識の６項目の前後の点数
の合計が「増加」した群と授業後の７～１９の態度と行
動の質問項目との関連について，探索的に因子分析を
行った。Kaiser-Meyer-Olkinの統計量は０.６９０であり
データの有効性は検証された。
　１３項目で探索的因子分析（主因子法）を行い，さら
に固有値１以上の因子を用いてプロマックス法による
回転を行い４因子で説明された。その結果，セクシュ
アリティの授業効果の項目は４因子が採択された。知
識の獲得に対する授業後の効果の第１因子（質問項目：
７～１１）は【看護師としての基本的意識】，第２因子
（質問項目：１６～１８）【意欲】，第３因子（質問項目：１３
～１５）【自己認識】，第４因子（質問項目：１２，１９）【具
体的な場面への対応の自信】と解釈した。回転後の累
積寄与率は７３.３１％であった（表２）。

Ⅳ．考察

１．授業による知識と態度や行動の変化
　セクシュアリティの知識の質問項目の中で３.性機能
の知識は，授業前には６割弱の学生があると回答して
いたが，それ以外のセクシュアリティの知識の質問項
目の知識があると回答した学生は４割に満たなかっ
た。３.性機能の知識が他の項目に比べ，多かったの
は，１年次に専門基礎科目である「人体の構造と機能」
で既習されていることが考えられる。授業後は，６.セ
クシュアルヒストリーの知識以外は７割以上の学生が
あると回答していた。しかし，前後の変化を見ると６.

セクシュアルヒストリーの知識においても６割の学生
に知識の獲得に「増加」がみられた。さらに知識全体
についても授業前後の変化を見ると「増加」が９割近
くあり，授業を受けたことによりセクシュアリティの
知識を得ることができていた。
　態度や行動の質問項目のうち援助の必要性を問う項
目である７～１１については，授業前においても７割以
上の学生が肯定的に受けとめていたが，授業後はさら
に肯定的に受け止めるようになっており，前後の変化
も２～３割の増加があった。一方，１２.ためらわずに
話ができる必要性は，授業前は３割の学生しかあると
答えていないものの，授業後は７割の学生があると大
きく増加し，授業の効果があったといえる。同じ援助
の必要性を問う項目ではあるが１２の項目は，他の項目
と異なり，「ためらわずに」があることで，看護師とし
ての姿勢を問われるだけでなく自分のセクシュアリ
ティへの姿勢を問われるため，回答傾向が異なったと
考える。

　１６.実習場面でセクシュアルヒストリーをとりたい
について肯定的な回答した学生は１割と少なく，６.セ
クシュアルヒストリーの知識も同様に１割であり，授
業前にセクシュアルヒストリーの知識がなかったこと
から当然の結果であった。６.セクシュアルヒストリー
の知識は，授業後には８割に増加しているものの１６．
実習場面でセクシュアルヒストリーをとりたいと回答
した学生は５割に留まっており，授業により知識は獲
得したからといってすぐに行動が肯定的になるわけで
はなかった。
　１５.実習場面のセクシュアリティ問題を避けたいは，
授業前後の肯定群の人数の変化はみられなかったが，
「減少」が３割あり，他の項目と傾向が異なった。この
ことは，今回のセクシュアリティの授業を受けたこと
により，避けたいという気持ちになった学生がいたこ
とを示し，学習することにより不安感が増したことが
考えられた。ゆえに，学生がセクシュアリティの問題
に対して負荷に感じないように基礎看護教育において
は，セクシュアリティ教育のゴールをどこに設定する
のかを明確にすることが必要であると考える。
　授業後は特に１４.態度・価値観 •信念のアセスメント
と１９.陰洗時の勃起への対応の項目は，７～８割の学生
が肯定的な回答をし，大きく「増加」した。これらの
項目は，他の行動を問う質問項目とは異なり，講義に
よる知識の教授だけでなく演習により体験的な学習が
されたことより，できるという自信につながったと考
える。行動は，知識とは異なり，知識の教授では，変
化することは少なく，演習により体験することが大き
いことが推測された。
　本研究においては，授業によって知識が増加した。
さらにセクシュアリティに対して寛容，肯定的態度の
必要性の理解は授業前からあるものの，授業後にもさ
らに獲得されていることが認められた。しかし，学習
することにより不安感が増す学生もいることから，看
護基礎教育においては，セクシュアリティ教育のゴー
ルの設定が必要であった。また，行動は，知識とは異
なり，演習により変容することが推測されたため，授
業形態の工夫が必要であった。
　現在求められている「性と生殖の健康問題を持つ利
用者への支援」においては，知識を習得するだけでは
なく行動の変容が求められる。文献的考察により，教
育的介入によってセクシュアリティに対する知識は増
大し，自由，寛容，肯定的な態度に変化することは明
らかとなっている５）が，行動の変容を測定している研
究はなかった。そこで，今後はセクシュアリティの授
業効果として行動の変容が測定できる授業効果の尺度
の開発が必要となるであろう。
２．因子分析から見えたこと
　授業後の態度や行動にどのような授業効果があるか
因子分析を行った。知識の獲得により，７.個人と看護
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師のセクシュアリティの認識の区別する必要性，８.看
護師の知識の必要性，９.セクシュアリティ問題の援助
の必要性，１０.特徴を踏まえた援助の必要性，１１.レベ
ルに合わせた援助の必要性といった第１因子である
【看護師としての基本的意識】，１６.実習場面でセク
シュアルヒストリーをとりたい，１７.実習場面で患者
とセクシュアリティ問題について対象者と話ができ
る，１８.セクシュアリティ問題の援助がしてみたいと
いった第２因子である【意欲】，第３因子である１３.早
期発見する必要性，１４.態度・価値観・信念のアセスメ
ントができる，１５.実習場面のセクシュアリティ問題
を避けたいといった【自己認識】，第４因子である１２.

ためらわずの話ができる必要性，１９.陰洗時の勃起へ
の適切な対応ができるといった【具体的な場面への対
応の自信】の４因子があることが明らかとなった。セ
クシュアリティの授業により，第１因子の因子寄与率
３割で最も高いことから，セクシュアリティの知識を
もつことが，【看護師としての基本的意識】を育てるこ
とになる。さらに，セクシュアリティに対する【自己
認識】を意識しながら，セクシュアリティの援助に対
して回避するのではなく【意欲】と【具体的な場面へ
の対応の自信】をもち臨む学生を育てることが示唆さ
れた。

Ⅴ．おわりに

　基礎看護教育課程において，A看護学校の２年生３９
名にセクシュアリティについて授業を展開し，その効
果について検証した結果，以下のような示唆を得た。
１．授業を受けたことにより，セクシュアリティの知
識が増加した学生が９割認められた。
２．セクシュアリティの援助の必要性は，授業前にお
いても７割以上の学生が肯定的に受けとめていたが，
授業後はさらに肯定的に受け止めるようになってお
り，前後の変化も２～３割の増加があった。
３． 「実習場面のセクシュアリティ問題を避けたい」

の項目は，授業後により避けたいと変化した学生が３
割あり，他の項目と傾向が異なった。
４．「態度・価値観 •信念のアセスメント」と「陰洗時
の勃起への対応」の項目は，他の態度や行動の項目に
比し，授業後の肯定群の増加が著しかった。
５．セクシュアリティの知識をもつことにより，第１
因子【看護師としての基本的意識】，第２因子【意欲】，
第３因子【自己認識】，第４因子【具体的な場面への対
応の自信】が抽出された。
　セクシュアリティの授業を行うことにより，学生は
知識をもち，実習場面において患者のセクシュアリ
ティの問題に対して，援助する必要性を理解し，回避
せずに取り組もうとする意識を育てることができるこ
とが窺えた。さらに，今後は本研究をもとにセクシュ
アリティの教育による行動変容測定できる尺度を開発
していきたい。しかし，本研究の限界として，対象を
１看護学校の学生に限定していることから，結果に偏
りがあることは否定できない。
　最後に，本研究にあたり，調査に協力してくれた学
生たちに心より感謝いたします。
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